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[bookmark: _Toc173168839]１．BCPの概要

[bookmark: _Toc173168840]１．１．BCPの基本方針
●●株式会社（以下「当社」という。）におけるBCPの基本方針は、以下のとおりとする。

	事業継続の基本方針
１． 人命の安全確保
　　　当社の全役職員の安全を確保するとともに、お客さま・取引先・地域住民等を含めたステークホルダーの人命の安全確保を最優先に行動する。

２． 配合飼料供給の継続
　　　災害時等の緊急時においても、国内の畜産農家への配合飼料の供給を継続するために、災害に対する事前対策や備蓄の確保、社内外への協力体制を強化する。




[bookmark: _Toc173168841]１．２．BCPの推進体制
本計画の主管部門は「●●部」とする。主管部門は、以下に示す活動を計画・実施する。なお、実施にあたっては、当該計画に関係する部門・組織に対し、各種分析等その他必要な協力を求めることができる。

（1） 当社の事業活動を脅かす危機事象の特定と定期的な見直し
（2） 緊急事態の特定や課題・対策等の分析と定期的な見直し
（3） 教育・訓練プログラムの企画・実施
（4） 前記分析や教育・訓練結果等を踏まえた当社課題の整理と継続的改善
（5） その他BCPの維持管理（変更管理を含む）、定期的な見直し、継続的な改善
（6） 事前対策・事前準備業務の実施状況の確認
（7） 経営層への報告



[bookmark: _Toc173168842]２．対象リスクと前提とする被災シナリオ
[bookmark: _Toc173168843]２．１．BCPの発動対象とするリスク
当社が優先的に備える危機事象は以下のとおりとする。
(1) 大地震
(2) 水害(河川氾濫、内水氾濫、高潮、高波等)
(3) 新型感染症
[bookmark: _Toc173168844]２．２．BCPの前提とする被災シナリオ
　当社BCPにおいては、大地震について内閣府中央防災会議が公表している●●地震を想定する。

（参考）首都直下地震の新想定における震度分布図
[image: ]
「首都のM7クラスの地震及び相模トラフ沿いのM8クラスの地震等の震源断層モデルと震度分布・津波高等に関する報告書（図表集）」　首都直下地震モデル検討会（平成25年12月）

[bookmark: _Toc173168845]２．３．社内外の被害状況について
本書では大地震等により「甚大な被害」が発生した場合の社内外の被害状況を以下のとおり想定する。

【事業所周辺地域の被害】
	前提とする地震
	●●地震

	震度
	・震度6強

	電力
	・地震直後から停電が発生し、復旧に１週間程度を要する。

	上水道
	・地震直後から断水が発生し、復旧に２週間程度を要する。

	下水道
	・地震直後から使用が制限され、復旧に最低２週間程度を要する。

	都市ガス
	・地震直後から供給が停止され、復旧に２週間程度を要する。

	固定電話
	・地震直後から繋がりにくい状況となり、復旧に１週間程度を要する。

	携帯電話
	・停電の影響を受け、通話は１週間程度は繋がりにくい状況が続く。

	ネットワーク
	・市中のインターネット回線への接続は可能だが、停電の影響を受け、１週間程度は繋がりにくい状況が続く。

	交通機関
	・鉄道は地震直後から運休。JR在来線、私鉄の一部の運転再開まで最長６週間程度を要する。１週間程度後より、バス等による代替輸送が実施される。
・主要国道・高速道路の一部で被害が発生する。発災後7日間程度は緊急車両の通行が優先される。15日目以降に一般車両の通行が可能となる。その他の道路は、建物の火災や倒壊による閉塞、停電の影響を受ける。















【本社・●●工場の被害】
	建物
	（概要）
・●●年竣工の新耐震基準のビル（鉄骨造）のため、横揺れの震度6強で大きな損傷は受けにくい。
・建物構造躯体の被害は軽微だが、天井、間仕切りの損傷は生じる。執務はすぐにはできない。

（電源）
・建物の非常用発電設備なし。


	設備・機器
	＜設備・機器＞
・執務室内は、固定されていない棚、コピー機、什器等が転倒・移動する。
・停電によりアンローダーが停止すると、ハッチから退避できずにその後の波の影響で破損する可能性がある。（アンローダーの二次被害を回避するために、自家発電設備の導入を計画中）
・工場内の設備は、重心の位置が高いものは、ズレを生じる可能性がある。軽微なズレであれば、社内の従業員で直せるが、業者に修理を依頼しないといけない場合、数日～●週間復旧までに時間を要する。
・工場内の設備は、停電が復旧するまで（1週間）稼働できなくなる。


	情報システム
	・停電で中央操作室の配合調整システムが停止すると、工場の稼働ができなくなる。
（非常用発電設備なし。）
・停電により、出荷システムが停止する。（効率が下がるが、手作業での出荷手続きは可能。）
・建物の耐震性から、ネットワーク機器の被害はないものと想定。
・PC端末の一部は転倒・落下の可能性がある。電力復旧までは利用できない。


	被害のまとめ
(業務への影響)
	・停電が復旧するまでは、製造工程は停止する。
・●●設備に関しては、業者に修理を依頼する必要があり、●週間停止する可能性がある。
・製品在庫分は、手作業により出荷は可能。





[bookmark: _Toc173168846]３．重要事業と復旧目標
[bookmark: _Toc173168847]３．１．重要事業と復旧目標
当社BCPにおける優先すべき重要事業と目標復旧時間は以下の通りとする。

	
	重要事業
	目標復旧時間

	(1)
	配合飼料の供給※
	供給を途絶えさせない
（畜産農家の飼料在庫量から●日以内の供給開始を想定）

	(2)
	コーポレート機能の維持
	1週間

	
	
	



※すべての銘柄の供給ではなく、家畜が生きながらえるための標準的な配合飼料を供給する。
　当社では、以下の銘柄に絞って生産することを想定しているが、銘柄については、被災時の状況に応じて、臨機応変に選定する。
· ●●●●（銘柄名）
· ●●●●（銘柄名）
· ●●●●（銘柄名）



[bookmark: _Toc173168848]４． BCP戦略
[bookmark: _Toc173168849]４．１．BCP戦略の概要
緊急事態発生時に重要事業を継続・早期復旧させる戦略は、現地を復旧するための「現地復旧戦略」と、現地復旧ができない場合の「現地復旧戦略以外の戦略」の２つがある。
「現地復旧戦略」は、「応急復旧対策」と「事前対策」の２つに分けられる。「応急復旧対策」は、重要事業を実施するために不可欠な経営資源が利用できなくなった場合に、その場でとる対策である。「事前対策」は、「応急復旧対策」を実施するための事前準備や、そもそも重要な経営資源が利用できなくなる状況を回避するために平時に行う事前対策である。
以下に、BCP戦略のフロー図を記す。

BCP戦略のフロー図災害発生


応急復旧対策（対策例）
その場で責任者の代行者を決定
· 作業員の緊急的な再配置
· 建物、設備の応急修理
· 修理業者への緊急な発注
· 手作業での代替対応
· 代替取引先での対応　　　　　等
現地復旧戦略
経営資源が利用できなくなったときは、現地復旧戦略として応急復旧対策を検討して実施する。事前対策は、被災を回避したり、現地復旧をするために平時に事前に実施しておく対策である。

被害状況確認
重要事業を実施するために必要な経営資源の被害状況を確認する。
（重要な経営資源の例）
· 役員、従業員
· 事務所棟や工場、倉庫等の建物
· 設備（アンローダー、製造設備　等）
· システム（受発注、生産管理、基幹システム　等）
· 材料、製品の在庫
· インフラ（電気、水、ガス、燃料、通信　等）
· 物流、道路の状況　等
復旧対応（現地復旧）
復旧対応（現地復旧以外）
事前対策…平時に実施（対策例）
責任者の権限移譲・代行順位設定
· 重要な建物、設備の耐震化
· 自家発電設備の導入
· サーバのクラウド化
· 委託先、関係先の二重化　　　　等
初動対応（被害状況の把握）
現地復旧戦略以外の戦略
現地復旧が困難な場合に、現地復旧戦略以外の戦略を検討して実施する。
（対策例）
· 在庫の活用
自社、グループ社内の他拠点からの製造、出荷
· 他社から材料、製品の購入
· 他社への製造委託　　　　　　　　　　　　　　　等

[bookmark: _Toc173168850]４．２．現地復旧戦略
緊急事態発生時において、重要事業を遂行するための重要な経営資源が利用できなくなった場合の、現地復旧戦略は以下の通りである。
[bookmark: _Hlk170486080]目標復旧時間内に配合飼料の供給を開始できるように事前に応急復旧対策を検討し、事前対策を平時から実施しておく。事前対策は、「８．課題管理」の【様式１】課題管理表に整理して、計画的に対策の実施を推進する。現地復旧戦略を検討していても、災害時には検討していない状況が生じることも考えられる。その場合には、状況に応じて臨機応変に対応する。
[bookmark: _Hlk170142717]現地復旧戦略で対応できない場合は、現地復旧戦略以外の戦略を講じる。

【重要事業：配合飼料の供給】
	重要な経営資源
	現地復旧戦略

	
	応急復旧対策
	事前対策

	人員
	責任者
	· その場で責任者を選定
	· 責任者が在宅で業務遂行
· 責任者の権限移譲
· 責任者の代行順位設定

	
	作業員
	· 緊急的な人員の再配置
· 他拠点からの人員の応援
	· OB、OGの参集対策
· 多能工化
· 業務手順書の整備

	建物
	工場、サイロ、倉庫
	· 修理業者への発注
	· 耐震対策
· 敷地・建物への浸水防止対策（水害対策）

	
	事務所棟
	· 在宅での対応
· 事業所内の他部署で業務遂行
	

	設備
（サイロ会社）
	アンローダー
	· 被災していないアンローダーで対応（複数ある場合）
· 修理業者への発注


	· 耐震対策
· 非常用発電設備の設置（停電により停止して、ハッチから退避できずに波による移動で損傷するのを防止）

	
	護岸
桟橋
	
	· 護岸の耐震診断を実施
· 桟橋の耐震対策

	
	飼料工場への原料搬送設備
	· 軽微であれば●●課により、応急修理
· 修理業者への発注
	· 耐震対策


	設備
（配合飼料メーカー）
	粉砕機
	· 軽微であれば●●課により、応急修理
· 修理業者への発注
· 損傷していない他設備で対応
	· 耐震対策
· 非常用発電設備の設置
（搬出設備など災害時の機能維持の必要性等を踏まえて順次実施）


	
	圧ペン設備
	· 
	

	
	紙袋包装機
	· 
	

	
	ペレット設備
	· 
	

	
	パレタイザー
	· 
	

	
	TB抜き設備
	· 
	

	
	搬出設備、
コンプレッサー
	
	· 

	
	中央操作室の配合調整システム
	· 修理業者への発注

	· 耐震対策
· 非常用発電設備の設置

	車両
	フォークリフト
	· 損傷していないフォークリフトで対応
	· バッテリー式、ガソリン式、ディーゼル式それぞれを整備

	
	トラック消毒設備
	· 噴霧器で手作業による消毒
	· 耐震化
· 噴霧器の整備

	運送業者
	バルク車等
	· 工場が直送する形態では、道路が通行禁止となった場合に、営業部門がう回路についての情報を運送業者と共有
	· 工場が直送する場合には、事前に農家への運送経路について複数のシミュレ－ションを実施

	
	道路
	· 
	· 


[bookmark: _Toc173168851]

４．３．現地復旧戦略以外の戦略
現地復旧戦略で対応できない場合は、現地復旧戦略以外の戦略を講じる。現地復旧戦略以外の戦略は以下の通りである。災害対策本部にて、被害状況を踏まえて、優先順位の順に戦略実施の検討を行い、具体的な実施方針を決める。
[bookmark: _Hlk173168129]平時においては、以下の戦略を実施するにあたり、支障となる課題を洗い出し、その対策について検討する。課題及び対策は「８．課題管理」の【様式１】課題管理表に整理して、計画的に対策の実施を推進する。

	[bookmark: _Hlk176870834]優先順位
	現地復旧戦略以外の戦略
	概要

	1
	在庫の活用
	· 在庫を活用する。

	2
	代替戦略（他拠点）
	· 自社の他拠点からの製造・出荷を行う。
· グループ会社での製造・出荷を行う。

	３
	サイロ会社間での保管スペースの融通
	· サイロ容量に余裕があるときは、荷主間で協議が整えば、他社分の原料の受入れを行う。

	４
	他社購買
	· 他社より材料または製品を購入して対応する。

	５
	他社製造委託
	· 他社に製品の製造委託をする。


[bookmark: _Toc173168852]


4．4．新型感染症などの事案が発生した場合の対応
新型感染症については、平時から情報収集、衛生対策などの感染予防対策を進めるとともに、工場、又は近隣において
その発生がみこまれる状況になれば、事務所においては、在宅勤務、リモート対策などを進めるとともに、工場においては製品の供給を維持していく必要があるため、機械稼働のための必要最低限の人員を確保していく必要がある。具体的な対策として、次のような対策を講じていく。



	対策項目
	概要

	１平時における対策
（1） 情報収集
（2） 衛生対策
　　  ・手洗いの徹底
　　  ・消毒
　　  ・etc
２新型感染症が発生した場合の対策
（1） 在宅勤務、リモート対応
　　  ・情報システムの整備
（2） 工場における人員確保
・交替制の導入
・出勤可能人員の確保
	
厚労省HP、医療機関からの情報提供etc


玄関入口、洗面所等での消毒液の設置
パーテーションの準備


事務部門において、WEB会議、オンライン決裁の導入　etc


a） OB、OGの参集
b）　人材育成による多能工化
職場訓練の実施（年〇回）
c）　協力会社の支援



[bookmark: _Hlk176872045]

５． 災害発生時の組織体制と対応
[bookmark: _Toc173168853]５．１．災害対策本部の設置基準
当社ＢＣＰは、「２．１．BCPの発動対象とするリスク」に定める想定危機事象の顕在化により、通常のオペレーションでは目標復旧時間内での復旧が困難となる可能性が発生した場合において、社長又は代行者の判断により発動し、災害対策本部を設置する。ただし、震度6弱以上の地震が発生した際は自動発動・設置するものとする。
災害対策本部の判断･設置権限者及びその代行者については、以下のとおりである。
(1) 第一順位：社長
(2) 第二順位：●● 
(3) 第三順位：●●

[bookmark: _Toc173168854]５．２．災害対策本部の設置場所
ＢＣＰ発動時の緊急対策本部の設置場所を次のとおり定める。
(1) 第一順位：●●棟　●●会議室
(2) 第二順位：●●棟　●●会議室 
(3) 第三順位：●●棟　●●会議室

[bookmark: _Toc173168855]５．３．災害対策本部の組織体制
災害対策本部は、事態の深刻度レベルに応じて、以下のような体制とする。各担当部門は役割について遂行する。

	組織
	役割
	担当部門
	深刻度レベル

	
	
	
	注意
	警戒
	緊急

	Ａ
	対策本部長
	全体統括
	社長
	
	◎
	◎

	Ｂ
	事務局
	事務局長
	本部長補佐
	総務部長
	◎
	◎
	◎

	
	
	情報収集分析担当
	災害情報、社会インフラ被害状況、業界情報等の収集、各チーム収集情報のとりまとめ
	総務
	◎
	◎
	◎

	
	
	情報発信担当
	社内外への情報発信と統制
	広報
	
	◎
	◎

	Ｃ
	初動
対応
チーム
	チーム長
	チーム統括
	総務部長
	
	◎
	◎

	
	
	安否担当
	安否情報の集約
	人事
	
	◎
	◎

	
	
	設備担当
	建物/インフラ設備/ＩＴ等の被害発生防止・軽減策の実行、被害情報の集約と安全確保対応
	施設管理
	
	◎
	◎

	
	
	救護担当
	救護所の運営と負傷者の搬送
	総務
	
	（◎）
	（◎）

	
	
	従業員支援担当
	帰宅・出社計画の作成、滞留者対応
	人事
	
	◎
	◎

	
	
	警備担当
	警備、社内秩序の維持
	総務
	
	（◎）
	（◎）

	Ｄ
	復旧
対応
チーム
	チーム長
	チーム統括
	経営企画部長
	
	
	◎

	
	
	要員対応担当
	参集可能状況の把握と要員手配
	人事
	
	
	◎

	
	
	設備施設対応担当
	建物/インフラ設備の現状把握と復旧手配
	施設管理
	
	
	◎

	
	
	ＩＴ対応担当
	システム・ネットワークの現状把握と復旧手配
	ＩＴ
	
	
	◎

	
	
	財務対応担当
	資金繰り等への影響把握と対外支払の遂行
	財務
	
	
	◎

	
	
	生産対応担当
	生産設備/在庫等の現状把握と復旧手配
	生産管理
	
	
	◎

	
	
	顧客対応担当
	顧客の現状把握と顧客対応
	営業本部
	
	
	◎

	
	
	物流対応担当
	物流業者の現状把握と復旧手配
	物流
	
	
	◎


（　）対策本部設定拠点が被災しなかった場合は除外
災害対策本部の本部長及びその代行者について、次のとおり定める。
(1) 第一順位：社長
(2) 第二順位：●●
(3) 第三順位：●● 

事態の深刻度レベルは以下のとおりで、状況に応じて、社長又は代行者の判断により、災害対策本部の組織体制を決定する。

	[bookmark: _Hlk173327288]リスク
	注意体制
	警戒体制
	緊急体制

	地震
	・震度4以下の地震が発生
	・震度5弱の地震が発生
	・震度5強の地震が発生

	津波
	・津波注意報が発令
	・津波警報／大津波警報が発令
	・津波が発生

	台風
	・台風が直撃する可能性がある
	・台風が直撃することが確実
	・台風が直撃

	水災
	・大雨警報が発令
・連続雨量が70mm
・時間雨量が30mm
・近隣河川水位が警戒水位へ到達する可能性がある
	・大雨特別警報が発令
・連続雨量が100mm
・近隣河川水位が警戒水位へ到達する可能性が大きい
	・水災被害が現実化

	風災
	・暴風警報が発令
	・暴風雪特別警報の発令
	・暴風被害が現実化

	火災
	・（近隣火災）事業所への延焼可能性がある
	・事業所でボヤが発生（すぐに消し止められた場合）
・（近隣火災）事業所への延焼可能性が大きい
	・事業所で火災が発生
　（左記以外）

	感染症
	・海外で発生
	・国内感染者が発生
	・事業所近隣エリアで感染者が発生


[bookmark: _Toc173168856]５．4．連絡体制
被災した場合に迅速な応急対応、復旧が可能となるよう、主要な連絡先リストを整備しておく。
[bookmark: _Hlk174017335]
	区分
	項目
	相手先
	担当者
	電話・アドレス

	ライフライン
	電気
水道
電話
Wi-Fi
	
	
	

	官公庁
	市役所
警察
消防
etc

	
	
	

	工事業者
	建設会社
プラント業者
修理業者
電気業者
	
	
	

	協力会社
	出荷
請負
etc
	
	
	

	主要顧客先





	
	
	

	運送業者





	


	
	





６．BCPの教育・訓練
主管部門ならびに関係部門は、BCPを社内に定着させるために、認識や理解を高める教育・訓練を推進する。教育・訓練については、BCP教育・訓練計画を定め、定期的に実施する。主管部門は、全社および関係部門の教育・訓練結果をとりまとめ、経営会議に報告するとともに、実施結果を次回の教育・訓練に反映させる。
　また、教育・訓練で抽出された課題は、「８．課題管理」の【様式１】課題管理表に整理して、計画的に対策の実施を推進する。

【BCP教育・訓練計画（概要）】
	教育・訓練の種類
	実施内容
	対象
	実施時期

	BCP勉強会
	・BCPおよびBCMに対する周知と理解
・各人の役割と行動

	・全社員
	策定・
見直し時

	総合防災訓練
	・避難訓練
・消火訓練
・安否確認訓練

	・全社員
	年1回

	BCP訓練
	・BCPに基づく行動手順、他部門・他社との連携方法等の確認

	・災害対策本部要員
	年1回


[bookmark: _Toc173168857]

７．BCPの運用・改善
[bookmark: _Toc173168858]７．１．BCPの点検・評価
主管部門ならびに関係部門は、BCPの軽微な誤りや古くなった内容の更新等の点検を定期的に実施する。また、主管部門は、BCPやBCMの有効性の評価を定期的に実施する。点検・評価結果を定期的にとりまとめ、経営会議に報告する。
この報告は、年１回実施する教育・訓練結果の報告とあわせて行うことが望ましい。

	【BCPの点検の内容】
（１）	自治体の被害想定見直しや自社の事業環境変更による被害想定の変化
（２）	自社の事業環境変更に伴う、重要事業・目標復旧の変化
（３）	計画された事前対策の実施状況の反映


[bookmark: _Toc173168859]７．２．BCPの是正・改善
主管部門ならびに関係部門は、訓練や、点検・評価等で抽出された事項を早急に是正・改善する。なお、経営判断が必要な事項については、経営会議の判断をあおぐ。主管部門は、BCPの是正・改善の進捗を定期的にとりまとめ、経営会議に報告する。


[bookmark: _Toc173168860]８．課題管理
BCPの策定や点検、教育・訓練で抽出された課題は、【様式１】課題管理表にとりまとめ、計画的に対策の実施を推進する。
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